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第 2回 アセスメントテスト 電気回路 

【注意①：解答の際、必要なものには単位をつけること。 注意②：√記号、分数は残しても良い】 

(1) 図の回路において a-b間の合成抵抗を求めよ。 
 

 

 

 

 

 

(2) 以下の回路の合成アドミッタンス Y
．
を求めよ。ただし角周波

数はZ�>rad/s@とする。 

 

 

 

 

 

(3) 以下の回路においてd点の電位を0Vとした時、a、b、c各点
の電位を求めよ。 
 

 

 

 

 

 

 

(4) 図の回路において、抵抗Rでの消費電力を最大にするRの
値を求めよ。また、抵抗Rでの消費電力最大値を求めよ。 
 
 

 

 

 

 

(5) 図の回路において、電流 I を求めよ。（ヒント：テブナンの定
理を用いよ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
(6) 次の回路において、電流 I

．
 を複素表示（ a + jb ）で示せ。ま

た、図の回路の有効電力Pを求めよ。 
 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 以下の回路の電圧E
．
 , V
．

R , V
．

C と電流 I
．
の関係をフェーザ図

に描け。 
 
 

 

 

 

(8) 図の回路において、1-2間の電圧 V
．

12と 2-3間の電圧V
．

23の

実効値が等しくなったという。抵抗 r の値を求めよ。なお、電源
の角周波数ZはZ = 100√3 rad/s とする。 
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アセスメント・テスト 電気数学 （電卓使用不可） 
 

1. 以下の複素数計算をせよ． 

(1) (𝑎 + 𝑗𝑏)(𝑐 + 𝑗𝑑)= A   + j A   

= A        ∠ A          

 (偏角は tan-1を用いて表すこと) 

(2) 3 + 𝑗 = A       ∠ A         

(偏角は tan-1を用いて表すこと) 

(3) (1 + 𝑗√3)(1 + 𝑗)= A   + j A   

= A      ∠ A        

(偏角は tan-1を用いて表さないこと) 
 

2. 三角関数についての以下の問題に答えよ． 

(1) 165 ° = 120 ° + 45 °であることを利用して，sin 165°の値を

求めよ． 

 

 

(2) sin(𝜋 12⁄ )の値を求めよ． 

 

 

(3) 加法定理を利用してsin 𝛼 sin 𝛽を 2 つの三角関数の和で表

せ． 

 
 

3. dy / dx を答えよ．log は eを底とする対数を表す 

(1) 𝑦 = sin3𝑥 

 

 

(2) 𝑦 = log 𝑥
𝑥

 

 

 

(3) 𝑦 = 𝑒𝑥3 
 

 

(4) 𝑦 = 𝑥(log 𝑥 − 1) 

 

 
4. 部分積分の過程を記した上で答えを求めよ．Cは積分定数であ

る． 

(1) ∫ 𝑥𝑒𝑥𝑑𝑥 

 

答え = [                                                      ] + 𝐶 

(2) ∫ 𝑥 sin 𝑥 𝑑𝑥 

 
答え = [                                                      ] + 𝐶 

(3) ∫ log 𝑥 𝑑𝑥 

 
答え = [                                                      ] + 𝐶 

(4) ∫ log 𝑥
𝑥

𝑑𝑥  

 
答え = [                                                      ] + 𝐶 

 
5. 以下のベクトル演算をせよ． 

𝑨 = 2𝒊 + 3𝒋 + 𝒌, 𝑩 = 𝒊 + 2𝒋 + 2𝒌, 𝑪 = 3𝒋 + 2𝒌 
(1) 𝐀 ∙ (𝑩 × 𝑪) 

 
 
 

(2) 𝑨 × (𝑩 × 𝑪) 
 
 
 
 
 

 
 

6. スカラーポテンシャルφは原点からの距離 r のみの関数であ

る． 

∅(𝑟) = 𝑟 

位置ベクトル𝒓(= 𝑥𝒊 + 𝑦𝒋 + 𝑧𝒌)と距離 rを用いて以下に答えよ． 

(1) grad ∅ = 𝒊 ∂∅
∂𝑥

+ 𝒋 ∂∅
∂y

+ 𝒌 ∂∅
∂z

 

 

 

 

 

 

(2) div(grad∅) = 𝜕2∅
𝜕𝑥2 + 𝜕2∅

𝜕𝑦2 + 𝜕2∅
𝜕𝑧2 

 

 

 

 

 

 

 
以上 


